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立
っ
て
ゐ
る
台
湾
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
か

ら
も
窺
は
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

私
は
、
現
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
唯
一
の
大

型
コ
ン
テ
ナ
船
が
接
岸
可
能
な
シ
ハ
ヌ
ー

ク
ビ
ル
港
（
Ｓ
Ｈ
Ｖ
港
）
の
整
備
運
営
を

担
ふ
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
湾
公
社
（PA

S

）

の
運
営
に
関
っ
て
ゐ
る
。
Ｓ
Ｈ
Ｖ
港
は
、

国
全
体
の
輸
出
入
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
の
六

割
以
上
を
取
り
扱
っ
て
を
り
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
国
の
産
業
経

済
を
物
流
面
か
ら
支
へ
て
ゐ
る
。

こ
の
Ｓ
Ｈ
Ｖ
港
が
果
し
て
ゐ
る
役
割
は
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
約
三
十
年
間
に
わ
た

り
、
ｐ
Ａ
Ｓ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
同

港
の
整
備
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
多
く

の
先
輩
た
ち
の
地
道
な
活
動
の
成
果
で
あ

る
と
思
っ
て
ゐ
る
。
人
材
育
成
お
よ
び
技

術
導
入
に
取
り
組
む
日
本
の
支
援
は
欧
米

諸
国
の
も
の
と
違
ふ
。
ま
し
て
や
自
国
企

業
の
利
益
拡
大
の
み
を
図
る
や
う
な
中
国

の
支
援
と
も
大
き
く
異
な
っ
て
ゐ
る
。

今
後
と
も
、
わ
が
国
の
先
駆
者
た
ち
が

ア
ジ
ア
諸
国
の
国
造
り
に
果
し
た
役
割
の

跡
を
辿
り
つ
つ
、
Ｓ
Ｈ
Ｖ
港
の
施
設
整
備

の
強
化
お
よ
び
運
営
能
力
の
向
上
に
向
け

た
日
本
ら
し
い
「
自
立
支
援
」
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
ゐ
る
。

五
月
開
催
の
予
定
が
延
期
と
な
っ
て
十

一月
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
講
座
で
は
、

渡
辺
利
夫
先
生
が
登
壇
さ
れ
る
（
本
号
八
頁

参
照
）。
読
者
の
皆
様
の
ご
参
加
を
期
待
し

て
ゐ
る
。	（
一
般
社
団
法
人	

日
本
港
運
協
会
）

た
ら
し
た
の
は
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
の
工
業

化
努
力
で
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
彼
ら

の
輸
出
競
争
力
の
強
化
に
果
た
し
た
日
本

の
役
割
も
ま
た
大
き
い
」
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
日
本
の
役
割
」
と
は
、
直
接
に
は
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
日
本
の
公
的
資
金
や
民

間
資
金
が
韓
国
や
台
湾
の
各
種
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
産
業
開
発
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
が
、
先
生
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
こ

れ
ら
国
々
へ
の
も
っ
と
長
期
的
な
日
本
の

貢
献
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

明
治
の
日
本
に
は
西
欧
か
ら
の
外
圧

に
処
す
る
た
め
に
近
代
技
術
を
導
入
に
し

て
国
造
り
に
努
め
た
と
い
ふ
経
験
が
あ

る
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
た
韓
国
、
台
湾
、

A
SEA

N

諸
国
へ
の
日
本
の
支
援
に
つ
い

て
も
言
及
さ
れ
て
ゐ
る
。

ま
た
、
ご
著
書
『
新
脱
亜
論
』（
文
春
文

庫
）
で
は
、
台
湾
に
つ
い
て
以
下
の
や
う

に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

日
本
の
技
術
を
直
ぐ
伝
へ
る
の
で
は
な

く
、
ま
づ
台
湾
の
土
地
、
林
野
、
人
口
な

ど
を
詳
細
に
調
べ
て
、
台
湾
に
相
応
し
い

制
度
、
技
術
を
考
案
し
た
。
そ
し
て
、
当

時
の
台
湾
総
督
府
の
後
藤
新
平
民
生
長
官

が
中
心
に
な
っ
て
、
例
へ
ば
亜
熱
帯
の
台
湾

を
悩
ま
せ
て
き
た
不
衛
生
と
疫
病
へ
の
対

策
と
し
て
、
予
防
接
種
の
義
務
化
、
我
が

国
に
先
ん
じ
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

上
下
水
道
の
整
備
、
台
湾
医
学
校
（
現
台

湾
大
学
医
学
部
）
の
創
設
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
い
ま
世
界
で
際

論
述
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
ア

ジ
ア
諸
国
が
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
の

は
、「
労
働
者
の
技
術
水
準
、
企
業
家
の

経
営
努
力
、
官
僚
の
行
政
能
力
、
政
策
の

立
案
と
施
行
の
能
力
、
つ
ま
り
は
後
発
性

利
益
を
内
部
化
す
る
た
め
の
社
会
的
能
力

が
、
こ
こ
に
豊
富
に
形
成
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。

先
進
国
か
ら
の
技
術
や
資
金
の
支
援
、

民
間
投
資
を
活
か
せ
る
開
発
途
上
国
の

「
後
発
性
利
益
」
を
「
内
部
化
」
す
る
た

め
の
「
社
会
的
能
力
」
が
、
途
上
国
に

「
豊
富
に
形
成
」
さ
れ
て
ゐ
た
と
の
ご
指

摘
に
は
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
た
。

開
発
途
上
国
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
貧

困
者
の
救
済
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

民
間
投
資
の
促
進
な
ど
の
外
か
ら
の
支
援

が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
先
生
は
ア

ジ
ア
諸
国
の
長
年
に
わ
た
る
自
立
の
営
み

に
眼
差
し
を
注
が
れ
て
、
そ
の
自
立
の
動

き
を
重
視
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

先
生
は
、
こ
れ
ら
国
々
の
「
変
化
を
も

か
つ
て
新
興
工
業
国
（N

ew
ly	Indust-	

rializing	Countries,	N
ICs

）
と
呼
ば
れ
た

韓
国
、
台
湾
に
加
へ
て
中
国
は
、
今
や

世
界
の
産
業
経
済
を
支
へ
て
ゐ
る
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
（A

SEA
N

）
の
諸
国
も
著
し
い
高

度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
ゐ
る
。
世
界
中

が
新
型
コ
ロ
ナ
に
見
舞
は
れ
て
ゐ
る
現

在
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
欧
米
諸
国
に
比

べ
て
上
手
く
対
処
が
出
来
て
ゐ
る
（
中
国

は
ち
ょ
っ
と
問
題
あ
り
だ
が
）。

開
発
経
済
学
を
ご
専
門
と
さ
れ
る
渡
辺

利
夫
先
生
（
拓
殖
大
学
の
前
総
長
、
学
事
顧

問
）
は
、
ご
著
書
『
成
長
の
ア
ジ
ア	

停
滞

の
ア
ジ
ア
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
の
中
で
、

政
治
的
混
乱
や
貧
困
か
ら
の
克
服
に
向
け

て
工
業
化
を
進
め
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
取
組

み
の
跡
を
丹
念
に
辿
ら
れ
て
ゐ
る
。
自
国

内
の
需
要
に
対
応
し
た
工
業
生
産
（
国
内

消
費
向
け
）
の
段
階
か
ら
、
諸
外
国
の
需

要
に
対
応
し
た
工
業
生
産
（
高
度
技
術
製

品
輸
出
）
の
段
階
に
進
む
過
程
を
明
快
に

  「
成
長
の
ア
ジ
ア
」
を
支
へ
た
日
本

   

　—

渡
辺
利
夫
先
生
の
ご
著
書
を
読
ん
で—

 
  

久 

米 

秀 

俊

編
集
後
記
　
愛
娘
を
北
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
有
本

嘉
代
子
さ
ん
に
続
い
て
横
田
滋
さ
ん
が
逝
か
れ
た
。

そ
の
胸
中
を
思
へ
ば
言
葉
を
失
ふ
。
か
や
う
な
悲

劇
を
生
ん
で
ゐ
る
無
力
国
家
は
日
本
だ
け
だ
。
い

ま
だ
に
「
平
和
や
安
全
を
求
め
る
時
、
憲
法
は
私

た
ち
を
導
く
灯
台
だ
。
自
信
を
持
っ
て
憲
法
を
守

り
抜
か
う
」
と
学
者
は
説
く
（
５
／
３
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
）。

か
く
て
尖
閣
も
い
よ
よ
危
う
い
。	

（
山
内
）




